
会員各位 

                                 一般社団法人 茨城県経営者協会 

人事労務セミナーのご案内 
 

第１部 近時の人事労務テーマ総ざらい 

～まずは総論！ＪＯＢ型雇用からＳＤＧｓまで！～ 
 

第２部 設問とキーワードで考える人事トラブル対応 

～つぎに実践！オリジナル問題集と用語集で解説！～         
 

講師 中山・男澤法律事務所 弁護士 高仲幸雄 氏 

東京都千代田区永田町２丁目１３番１号 オカムラ赤坂ビル３階 

ＵＲＬ ： http://nakayama-otokozawa.jp/access/index.html 

 

最近の人事労務のトレンドからＳＤＧｓへの関わり方まで、目からウロコの第１部！ 

第２部では、高仲弁護士オリジナルの設問集・用語集を活用し、『リアルな事例とその対処法』を講

演いただきます。 

インターネットや雑誌等にある情報で、実際の社内問題を分析せず、誤った問題設定で大きなトラ

ブルに発展してしまうケースが多々あります。社内で対応を検討する場合は、『適切な用語選択・検索

方法』『正しい問題設定』の理解が必要不可欠です。 

本セミナーでは、高仲弁護士が作成した『オリジナル問題集』と『逆引き人事労務辞典』を活用し、

人事労務問題への正しいアプローチ方法を解説します。関係各位 必見です！ 
 
［講師 高仲幸雄 氏 のご紹介］ 

平成１２年 ３月 早稲田大学 法学部 卒 

平成１５年１０月 弁護士登録（第一東京弁護士会）／ 中山・男澤法律事務所 入所 

経団連・群馬経協等、全国各地で人事労務関連セミナーに多数ご登壇され、好評をいただいております。 

多忙の中、執筆活動にも精力的に取り組まれ、『図解 人事・労務の基本と実務（労務行政）』『同一労働同一賃金Ｑ＆Ａ（経

団連出版）』等、著書多数。 

 

■ と き 令和 ５年 ２月１７日（ 金 ）１４：００～１７：００ 
                               受 付 １３：３０～ 

                               第１部 １４：００～１５：００ ＊プログラム詳細は、裏面を参照下さい＊ 

                               第２部 １５：００～１７：００  

■ ところ ダイヤモンドホール （ 筑西市玉戸１０５３－４ Tel０２９６－２８－８５１１ ） 

■ 参加費 会員 ５,０００円／名（ 会員外 １０，０００円／名 ）※お支払いの詳細は、裏面をご参照下さい。 

■ 定 員  ５０名 ※定員になり次第締め切らせていただきますので、お早めにお申込み下さい。 

■ 対象者 経営者・経営幹部，人事労務ご担当者，管理監督者 の方々 

 
 
 
 

主催：一般社団法人 茨城県経営者協会 



【 人事労務セミナープログラム （予定） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■申込方法 ： 下記申込書にて２月１０日(金)までに、Ｆａｘ、またはＥメールで申込み下さい。 

※お申込み頂いた方には参加票および請求書、会場案内地図をお送りします。 

■支払方法 ： 銀行振込にてお支払い下さい。 

■振 込 先 ： 常陽銀行 本店 ／ 普通預金 ／ 口座№0006501 ／ 口座名 (一社)茨城県経営者協会 
※なお、お振込みの際、お振込人様の前に「０２１７」と入れてお振込み頂けますと確認処理上、大変助かります。 

困難な場合は結構です。 

※お申し込み後のキャンセルにつきましては、当日のお取り消し（欠席含む）以外は返金致します。 

■お問合せ ： 一般社団法人 茨城県経営者協会 事務局 加藤丈・澤畑英史 

〒310-0801  水戸市桜川 2-2-35  茨城県産業会館 11Ｆ 

Tel：029-221-5301 Fax：029-224-1109 Ｅメール：katouj@ikk.or.jp 
 

茨城県経営者協会 行  （Ｆａｘ：０２９－２２４－１１０９）     申込日：令和  年  月  日 

人事労務セミナー（２／１７）参加申込書 
 

会  社  名  

所  在  地 〒 

参加者氏名 参加者所属・役職 

  

  

  
 

申込担当者の 

所属・氏名 

                                            Tel： 

                                         E-mail： 

※ご質問がございましたら下記へご記入下さい。お寄せ頂いたご質問は可能な限り講演及び質疑でご回答頂きます。 
 

 

 

 

 

 

 
※今回の参加者及び申込担当者のデータにつきましては、参加票・請求書の送付及び参加者・講師への名簿配布以外の目的では使用しません。 

※また、細心の注意をもって管理し、個人情報の漏洩、紛失、き損又は参加企業様の権利利益を損なうことの無いよう努めます。 

［第１部／14：00～15：00］ ［第２部／15：00～17：00］

 近時の人事労務テーマ総ざらい  設問とキーワードで考える人事トラブル対応

　１．改正育児法介護休業法 　１．トラブルを招く「人事用語」「社内資料」の間違った使い方

　２．改正公益通報者保護法 （１）いきなり『法律論』にとびつかない・ネット検索しない

　３．ＪＯＢ型雇用 （２）「法律」を日常会話で否定しない

　４．副業・兼業の促進

　５．心理的安全性

　６．学び直し（リカレント教育）

　７．ＬＧＢＴ（Lesbian，Gay，Bisexual，Transgender） （３）報告書で議論をしない（実際の証拠をみる）

　８．ＳＤＧｓ，ＥＳＧ（Environment，Social，Governance） 　２．人事労務の問題は「検討の切り口」で勝負がつく！

　９．人的資本開示 ～問題集と用語集をつかって徹底解説～

１０．ハラスメント（パワハラ，セクハラ，マタハラ等） （１）採用・入社をめぐるトラブル

（２）労働時間・休日をめぐるトラブル

（３）残業代をめぐるトラブル

（４）ハラスメント・メンタルヘルスをめぐるトラブル

（５）解雇・退職・懲戒処分をめぐるトラブル

（６）トラブル初期対応や社内検討に関するアプローチ

　　　・年俸制だから残業代が出ない

　　　・「課長」とつけば残業代不要

　　　・遅刻３回で１回分の賃金控除

　　　・30分単位の残業切り捨ては可能　など


